
                                   

 

平
成
十
六
年
度
第
三
回
那
珂
町
議
会
定
例
会
が

九
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
十
五
年
度
決
算
の
認
定
、
補
正
予
算
、
市
町

村
合
併
、
請
願
・
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
木
村
静
枝
議
員
は
平
成
十
五

年
度
の
決
算
認
定
で
は
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
に
反
対
し
、
討
論
し
ま
し
た
。 

 

評
価
し
た
と
こ
ろ 

●
町
長
交
際
費
予
算
は
三
百
六
十
万
円
が
限
界
と

し
て
い
た
が
、
五
十
六
万
円
の
不
用
額
を
出
し
、
十

五
・
六
％
節
約
し
た
。 
●
福
祉
バ
ス
の
利
用
者
が
一
万
六
千
七
百
九
十
七

人
と
な
り
、
昨
年
よ
り
約
千
八
百
人
増
や
し
た
。 

●
学
校
図
書
室
に
専
任
の
司
書
を
配
置
し
た
結
果
、

児
童
・
生
徒
の
読
書
意
欲
が
高
ま
り
、
中
学
校
で
は

司
書
の
い
な
か
っ
た
平
成
十
四
年
二
学
期
と
比
較

す
る
と
、
貸
し
出
し
な
ど
は
一
万
六
千
六
百
三
十
九

件
と
な
り
、
七
千
件
も
増
え
た
。 

●
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
年
々
盛
ん
に
な
り
、

今
年
は
四
万
三
千
人
の
客

で
に
ぎ
わ
っ
た
。 

   

反
対
し
た
と
こ
ろ 

▼
勝
田
自
衛
隊
協
力
連
合
会
へ
の
負
担
金
五
万
二

千
円
の
支
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

▼
議
員
会
へ
の
補
助
金
二
十
六
万
円
は
必
要
な
い
。 

 

▼
学
校
給
食
費
を
納
め
ら
れ
な
い
家
庭
が
小
中
学

校
合
わ
せ
て
三
十
八
世
帯
で
七
十
八
名
い
る
。
準
要

保
護
の
適
用
を
は
か
る
べ
き
だ
。 

▼
保
育
所
へ
入
れ
な
い
児
童
が
現
在
も
三
十
五
名

い
る
。
待
機
児
を
な
く
す
努
力
を
す
べ
き
だ
。 

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
世
帯
は
千
六
百
七
十

七
世
帯
、
滞
納
額
一
億
円
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら

れ
た
世
帯
百
四
十
一
世
帯
、
一
か
月
か
ら
三
か
月
の

短
期
保
険
証
四
百
七
十
九
世
帯
で
、
病
院
へ
も
行
け

な
い
人
が
増
え
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
も
繰
り
入

れ
て
、
保
険
税
を
安
く
す
べ
き
だ
。 

▼
介
護
保
険
は
、
月
額
の
年
金
が
一
万
五
千
円
未
満

の
普
通
徴
収
の
人
で
、
介
護
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

い
人
が
三
百
九
十
五
人
い
る
。
そ
の
滞
納
額
は
二
百

五
十
六
万
円
で
、
こ
の
人
達
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
。
ま
た
保
険
料
は
納
め
て
い
て
も
施
設

が
足
り
な
く
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
な

い
人
が
八
十
七
人
い
る
。
町
内
の
施
設
に
入
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
人
も
百
三
十
一
人
に
な
る
。 

▼
水
道
事
業
会
計
は
毎
年
一
億
円
以
上
の
黒
字
で

あ
る
が
、
平
成
十
五
年
度
も
営
業
利
益
は
二
億
五
千

万
円
、
純
利
益
も
一
億
二
千
三
百
五
十
万
円
と
大
幅

な
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
全
国
的
に
失
業
や
倒
産
で

収
入
が
途
絶
え
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
料
金
を
滞

納
し
て
供
給
を
止
め
ら
れ
、
餓
死
や
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
利
益
が
あ

れ
ば
、
料
金
は
下
げ

る
べ
き
で
あ
る
。 

      

上
か
ら
押
し
つ
け

．
．
．
．
．
．
．の．合
併
に
反
対 

 

平
成
十
六
年
度
第
一
回
臨
時
会
が
七
月
二
十
二

日
に
開
か
れ
、
那
珂
町
長
よ
り
「
那
珂
町
及
び
瓜
連

町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

木
村
静
枝
議
員
は
「
財
政
問
題
が
最
優
先
さ
れ
、

民
意
は
反
映
せ
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら

れ
る
上
か
ら
押
し
つ
け
の
合
併
に
は
反
対
す
る
」
と

た
だ
一
人
反
対
を
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

那
珂
町
と
瓜
連
町
の
合
併
に
あ
た
っ
て
今
回
提

出
さ
れ
た
両
町
の
事
業
の
現
況
調
書
（
調
整
方
針
）

を
み
る
と
、
五
百
五
十
事
業
の
う
ち
、
「
那
珂
町
の

制
度
に
統
一
」
が
三
百
五
十
七
事
業
で
す
。
ほ
と
ん

ど
那
珂
町
の
今
ま
で
の
事
業
に
統
一
さ
れ
ま
す
が
、

「
現
行
の
通
り
」
や
「
他
事
業
に
統
合
」
も
あ
り
ま

す
。
「
廃
止
」
と
な
る
事
業
に
は
、
住
民
に
と
っ
て

大
切
な
事
業
が
あ
り
、
「
弱
者
切
り
捨
て
」
の
感
が

否
め
ま
せ
ん
。 

廃
止
さ
れ
る
事
業 

一
、
職
員
の
提
案
奨
励
事
業 

二
、
障
害
児
（
者
）
福
祉
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸

付
事
業 

三
、
高
齢
者
住
宅
整
備
費
資
金
貸
付
事
業 

四
、
高
齢
者
と
子
供
の
ふ
れ
あ
い
事
業 

五
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
備
品
設
置
費
補
助
事
業 

六
、
児
童
一
時
援
護
支
援
事
業 

七
、
持
続
的
農
業
総
合
対
策
事
業
（
水
稲
分
） 

八
、
認
定
農
業
者
規
模
拡
大
円
滑
化
利
子
助
成
事

業 

九
、
計
画
流
通
消
費
改
善
対
策
事
業 

十
、
米
穀
小
売
業
者
の
登
録
及
び
更
新 

十
一
、
麦
・
大
豆
品
質
向
上
定
着
特
別
対
策
事
業 
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リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
は
ど
こ
か 

― 

関
係
課
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
代
表
と
話
し
合
い 

検
討
す
る 

「
那
珂
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
は
、
現
在
上
菅
谷
駅
前
に
あ

り
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
上
菅
谷
駅
前
整
備
が
始
ま
り
、
施
設
が
取
り
壊

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
契
約
期
限
が
平
成
十
七
年
三
月
三

十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
移
転
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
み
ん
な

不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

「
那
珂
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
は
今
年
で
十
年
に
な
り
ま
す
。
利
用

客
も
増
え
、
町
の
女
性
団
体
や
地
域
の
人
達
と
の
交
流
の
場
と
も
な
り
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
な
の

で
、
町
は
引
き
続
き
施
設
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

木
村
議
員
は
「
移
転
先
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、
発
展
さ
せ
る
に
は
旧
役

場
跡
地
が
適
地
で
あ
る
が
ど
う
か
」
と
質
し
ま
し
た
。 

 

経
済
環
境
部
長
は
「
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
関
係
す
る
課

や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
代
表
と
話
し
合
い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
、
町
長
は
「
今
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
も
私
が

提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
庁
挙
げ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
的
な
答
弁
で
し
た
。 

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
那
珂
町
も 

― 

今
す
ぐ
で
は
な
い
が
検
討
し
て
い
く 

 

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
不
況
が
長
引
く
な
か
、
地
元
中
小
企
業
も
困

難
な
経
営
を
し
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
で
そ
う
い
う
中
小
企
業
を

応
援
し
よ
う
と
行
政
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
だ
し
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
と
は
、
住
民
が
自
宅
を
補
修
、
修
繕
す

る
場
合
に
工
事
費
の
一
部
を
町
が
助
成
す
る
制
度
で
、
全
国
的
に
導
入
し

て
い
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
で
は
県
西
地
方
が
盛
ん

で
、
県
北
で
は
常
陸
太
田
市
が
今
年
四
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
が
増
え
、
手
す
り
や
段
差
の
解
消
な
ど
ニ
ー
ズ
も
多
く
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。 

 

木
村
議
員
は
「
業
者
が
う
る
お
い
、
住
民
も
助
か
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
那
珂
町
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。 

 

経
済
環
境
部
長
は

「
現
在
瓜
連
と
の
合

併
で
事
務
事
業
の
調

整
や
予
算
の
確
保
を

し
て
い
る
が
、
新
市
と

し
て
の
事
業
計
画
を

考
慮
し
た
場
合
、
非
常

に
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
何
か
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
答
え
、

町
長
は
「
住
民
が
喜
ぶ

こ
と
は
行
政
が
積
極

的
に
や
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
今
す
ぐ
や

る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
瓜
連
町
と
の

合
併
も
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
考
え
た
上
で
引

き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
将
来
に
や

や
希
望
を
持
た
せ
る

答
弁
で
し
た
。 

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
が
就
学
前
ま
で
（
入
院
）

拡
充
！ 

― 

根
本
慎
一
議
員
の
質
問
に
答
え
た
も
の 

 

九
月
二
十
一
日
の
一
般
質
問
で
、
根
本
慎
一
議
員
が
「
少
子
化
対
策
で

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
町
長

は
そ
の
一
つ
と
し
て
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
入
院
に
つ
い
て
就
学
前
ま

で
拡
充
し
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
今

ま
で
「
で
き
な
い
」
と
し
て
い
た
の
に
、
突
然
の
こ
と
で
驚
き
ま
し
た
が
、

一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。 

 

木
村
静
枝
の 

一
般
質
問 

住宅改修助成を実施している自治体の例              （単位：万円、％） 

自治体名 
助成額 

予算Ａ 
工事件数 

工事 

総金額Ｂ 

比率 

Ｂ／Ａ 
助成の内容・条件 実施時期 

古河市 1500 196 2億3640 15.8 10%助成、上限 10 万円 2000 年度～ 

五霞町  160  25  5700 35.6 5%助成、上限 10 万円 2000 年度～ 

三和町   474.5  58   7617.8 16.0 10%助成、上限 10 万円 2000 年度～ 

猿島町  441  59  8648 19.0 5%助成、上限 10 万円 2001 年度～ 

堺町     10%助成、上限 10 万円 2001 年度～ 

総和町     5%助成、上限 10 万円 2001 年度～ 

八千代町  181  20   10%助成、上限 10 万円 2001 年度～ 

乳幼児医療費助成制度で県基準より対象年齢を拡大している市町村 

（太字は今年拡大した市町村） 

対象年齢 市町村名 

未就学児 土浦市、古河市（入院）、取手市、潮来市、常北町、桂村、東海村、

山方町、美和村、緒川村、水府村、玉造町、玉里村、総和町（14） 
６歳未満児 日立市、御前山村、大宮町（非課税世帯）、十王村、関城町、明野町、

協和町、五霞町（入院 1/2助成）、三和町（1/2助成）    （9） 
５歳未満児 神栖町、霞ヶ浦町、猿島町                 （3） 
４歳未満児 石岡市、結城市、龍ヶ崎市、下妻市、北茨城市（1/2助成）、岩井市、

牛久市、つくば市、守谷市、江戸崎氏、新利根町、八郷町、千代田町、

伊奈町、谷和原村、堺町、藤代町、利根町         （18） 
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